




























































































































































































































































































































































項目 HH誌Fノ《ンフ レット 報《ﾝフレット
､BBI ChildB鰐 白~Ｃ
寵
簔
に
つ
い
て
ifBiiの機能と
199亨居
②胃･食道間鯏禰！
③浮腫･腹水
④出I､傾向
⑤肝性i図症
説明なし
説明なし
説明なし
･肝B離瀧低不Pにより、出血しやすい
･けがやｷ]僕に注意する
説明なし
肝臓の役閣Ｌ慢性jIf炎･肝硬変の病態と症伏を説明
またChildスコアの説明及び患者のスコアの確認
説明なし
･塩分過多による浮腫･腹水貯留
､31鰯霊真を提示
･原因
･Ａｌｂの説明及び患者の
･腕i<思者の写真を提示
Ａｌｂ値記入
説明なし
･肝18鰯瀧低下により、出血しやすい
．P1tの説明及び患者のPlt値記入
・・生活での注意点伽撲に注意する）
説明なし ● ｿ嵩ii§､症状
薑
に
つ
い
て
①蕊酉
②バランス
③塩分一
④健康食品
禁i酉)b泌要
･高タンパク､低脂肪鰯肉､魚､豆腐など）
の推奨
･バランスの良い食事を,Ｍ３ける
．１日３食摂取する
濃い味付Iﾅは浮M爵の原因
説明なし
アルコールは肝B鼠lご負担をかけ肝癌の発& 弾を高めるため蕊国力泌要
高カロリー､高タンパクは
脂肪肝につながるため、
現在の状態では適さない
･肝性脳if§予防のため
タンパク質の週圃I醤Vi〔は避ける
.便秘予防に食物繊維(イモ､葉曝、 を摂る
１日３回規l(征し<食事】羽敵する
健康食として推奨される
塩分１日logを目安に推奨
料理による塩分週の例ＧＯ品の提示
肝臓によいとされている食品（ﾚﾊﾞｰ、ウコン、しじみ）は肝欄i嘗漫化の恐れ
夜食について 説明なし 説明なし
就寝前の200kcal程度の
軽食j琵i(を推奨
例:おにぎり１個アミノレパンなど）
内服について
･食事摂取ができなＩ場合も
指示された量を内服する
･便;ｉｆ予防のための緩下剤内HBI
食事ができない場合も、指示された量を剛Rする
利尿閂ＮＬ緩不？HhDF麓圓な内Ｎｉｌ
実際の内服内容を具体的に記載
･食後l噺闇iの閏静を推奨
･渡inが残らなし程度の運動が必要
･入ji1Iは体力を使うため､長湯は控える
一般jit)に7ﾍ8冊;燗の魍民を推奨
･食後の寅蕊
脂肪肝を招く
過度
忍｡⑩
の安静は
･ゴルフ、髄ｆ〈体操など
適度な運動樹佳奨
･食後30分の鋪iiを推奨
･体力や筋力維持のために
疲労を残さな}程度の1i鋤が必要
６週度の昼寝や安静を控える）
その他のポイント
①体重８M淀
②浮腫の観察
④治
説明なし
説明なし
黒色便､血液混肋;ないか確認
し記入
説明なし 指で足を押して確認
黒色便､血液混肋；ないかF震：
｣退院後､治療の主体はあなたです!”
